平成１６年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第３回理事会　議事録

日　時 ： ２００４年８月７日　１３：００～１７：００

場　所 ： 京都・ホテル京阪京都　｢藤の間｣　
出席者 ： 近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）

媚山（北海道）、吉岡（東京）、苅谷（岐阜）、相馬（静岡）、上柿（奈良）

元尾（長崎）、斉藤（秋田）、上野（栃木）、大井（滋賀）、
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ　：櫛渕（鋼構造出版）
議事録作成：吉岡晋吾（東京）

（司会）　安田副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　近藤哲弥
　　　　スクラップ価格が一時的には、下がったものの、また、上昇し始めている。

今後３年間は、鋼材単価の下降は、望めないだろう。今こそ、我々業界が団結し行政を動かし、適正価格で工事を受注することが必要ではないか。

市況では、板材が不足しているため建方がのびているのが現状です。また、

安値受注の会社には、材料を入れないミルメーカーもあるようです。今こそ受注価格を上げるチャンスではないだろうか。青連協の皆さん今こそ正念場です。
がんばりましょう。

4． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC・・媚山理事より報告。JSCAとの懇談を8月20日に計画。市況は9月までは、100%の受注であるがこれから冬場にかけて全体的な受注量が
　　　　　　　少なくなっていく。

東北BC・・・斉藤理事より報告。各県ともＪＳＣＡとの交流会を予定しおり、10月
　　　　　　　に東北サミットを開催する予定である。市況は、大型物件が少なく短納期の仕事が多く9月以降は予定がない。

関東BC・・・吉岡理事より報告。栃木では献血活動を行い137名の実績をあげた。8月28日には、理事会を東京で開催する。

市況は、仕事量はかなり出てきている。都内では耐震補強工事がひと段落し、今年はＳＳ材が多かった。工場加工費のばらつきが目立つ。
北陸BC・・・米森副会長より報告。8月6日にＪＳＣＡとめっき工場の見学会を行った。市況は11月から仕事が少ない。

中部BC・・・苅谷理事より報告。7月6日にブロック役員会を行った。

市況は全体的に、アパート、マンションが増えてきている。仕事量は
年内いっぱいである。

近畿BC・・・上柿理事より報告。６月12日に総会が行われた。H・Mグレードで年内いっぱいである。材料が入荷しづらくなってきている。
中国BC・・・安田副会長より報告。7月10日に広島でBC総会がおこなわれた。

市況は大型物件を商社・Ｓグレードが受注している。
四国BC・・・松下理事より報告。9月に溶接コンクールを行い、その後ＪＳＣＡとの交流会を予定している。市況は中型物件が多く、稼働率は100%である。
九州BC・・・元尾理事より報告。7月30日に福岡でブロック三役会を行い、長崎大会の打ち合わせを行った。市況は仕事量は少なく、9月以降の受注予定がないところもある。
5． 協　議

1） グループ活動計画について
（行政関係担当；板垣副会長より）
　前回のアンケート（行政との交流）について、各県まだばらつきがあるので、これからも積極的に行っていく。最終的には、国益を含めた付き合いをしていかなければならない。行政には、未だＣＭ方式が浸透していないが、潜在需要はある。
（構造設計者関係担当；米森副会長より）
　アンケートをまとめ最終的には製作しやすい鉄骨にするために全国展開をし、

中長期的に続けていく。また、設計者に溶接の実務を体験させてもいいのでは。

（総務担当；安田副会長より）
メーリングリストが完成しました。ゼネコンのリンクを外すなどのリンク先の修正を行ったほうがいいのでは。掲示板をもっと利用してください。
2） 全国統一活動について
（1） 鉄骨工事の適正価格を施主に訴える目玉として、最大の施主である行政の担当者（特に若手官僚・職員）と交流をもち、我々の現状を理解して頂く機会をもつ。その機会を持つヒントを各地での実績例から得て、各地で行動に移して行こう。

（2） 構造設計士との交流を持つことで、工作し辛い不具合図面を削減する機会をもとう。
（3） 業界内の情報の共有化をメーリングリストや青連協ホームページを活用して、適正価格を勝ち取って行こう。
3） 助成金事業について
　　　各ブロックの予定日を報告し、それに出席する理事を決めた。
4） 会費について

　　　山野会計理事から報告。47都道府県中21県が入金済みである。
　　　総会決議事項が守られず、未振込みのところがあるので、出向役員が催促を行い、それでも振り込まないところには請求書を送付して催促する。
5） 長崎大会について

　　　　　正式に長崎で開催することに決定する。ブロックの中で組織と役割分担を決
　　　　　めた。家族連れでの参加者が多いと予想されるために予備登録を早めに行う。

　　　　　テーマを早急に決める。

　　　　
6． 報告・依頼・確認事項

・　活動報告のフォームを変更したので次回から新フォームに書き込むように。
　　構造設計者との交流状況を書き込む項目を増やした。
・　後継者育成プログラムがＨ17．2月頃を予定、各県から2名程度参加

・　中部ブロックでＨ13年2月16日に愛知県で行われた「下請被害防止及び事前

　　契約に関するシンポジウム」の資料及びＣＤを配布。
７．閉　会

※　次回理事会の開催　

「第４回理事会」２００４年10月１６日（土）

　　　　　　　　東京
